
2022年度 上半期のご報告
（2022年4月1日～2022年9月30日）

●	本商品は、信金中央金庫の商品であり、当信用金庫は信金中央金庫の信託契約代理店としての媒介を行います。
●	ご契約に際しては、お客さまと信金中央金庫が契約当事者となります。
●	詳しくは、各営業店窓口にお問い合わせください。商品・パンフレット等をご用意しています。
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業種区分は、「日本標準産業分類」に基づいています。

貸出金業種別内訳 貸出金使途別内訳
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　2022年9月末の預金積金残高は、事業者向けの資金繰り支援、各種給付金などが滞留したほか、個人消費の抑制
により、流動性預金を中心に前年度末より130億96百万円増加の3,369億43百万円となりました。
　貸出金残高は、事業者の資金繰り支援に積極的に取り組みましたが、設備投資や、個人消費の低迷、地方公共団体
貸出の償還等により、前年度末より9億23百万円減少の1,492億46百万円となりました。

　2022年9月末の業務純益は2億16百万円、経常利益は83百万円、当期純利益は1億円となりました。なお、金融機
関の本来の収益力を示すコア業務純益は2億47百万円となりました。

（注）2021年9月末および2022年9月末は4月から9月までの6ヵ月間の計数です。

業績のご報告2022年度上半期

預金積金・貸出金の状況

損益の状況



　皆さまからお預かりした預金は貸出金としての運用
のほかに、有価証券や預け金としても運用しています。
　有価証券は、安全性と流動性を最優先する方針の
もと、国内債券を中心に運用を行っています。2022年
9月末の残高は、前年度末より27億56百万円減少の
727億25百万円となりました。
　預け金は、主に全国の信用金庫の中央機関である
信金中央金庫で運用しており、2022年9月末の残高
は前年度 末より58億53百万円減 少 の1,108億95
百万円となりました。信金中央金庫はわが国有数の規
模を有する金融機関であり、信用格付けもAA*を取得
しています。　　 *日本格付研究所（JCR）2022年3月末現在
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有価証券種類別残高と預け金残高
（単位：百万円）

有価証券の時価及び評価損益等
「売買目的有価証券」「子会社・子法人等株式及び関連法人等株式」
該当ありません。
満期保有目的の債券
該当ありません。

その他有価証券� （単位：百万円）

種類 　2022年9月末
貸借対照表計上額 取得原価 差額

貸借対照表
計上額が
取得原価を
超えるもの

株式 19 15 4
国内債券 11,889 11,803 85

国債 2,657 2,619 38
地方債 3,020 3,001 18
社債 6,211 6,182 28

外国証券 2,571 2,504 67
投資信託 7,231 6,432 798
小計 21,712 20,756 955

貸借対照表
計上額が
取得原価を
超えないもの

株式 117 138 △21
国内債券 31,415 32,213 △798

国債 2,784 2,975 △190
地方債 5,098 5,319 △220
社債 23,532 23,918 △386

外国証券 14,557 15,742 △1,185
投資信託 4,596 5,585 △988
小計 50,686 53,680 △2,993

合計 72,398 74,436 △2,037
（注）	1.	貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。
	 2.	市場価格のない株式等及び組合出資金は本表には含めておりません。

市場価格のない株式等及び組合出資金� （単位：百万円）
2022年9月末

貸借対照表計上額
非上場株式 26
信金中央金庫出資金 1,423
その他の証券 300
合計 1,750

金銭の信託の時価及び評価損益等
「運用目的の金銭の信託」「満期保有目的の金銭の信託」
該当ありません。
その他の金銭の信託� （単位：百万円）

2022年9月末
貸借対照表 

計上額
取得 
原価 差額 うち貸借対照表計上額が

取得原価を超えるもの
うち貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

0 0 0 0 —

デリバティブ取引の時価及び評価損益等
該当ありません。
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預かり資産種類別残高
（単位：百万円）

　国債は、新規購入が償還額を下回ったため、残高は前年
度末より55百万円減少の71億78百万円となりました。
　投資信託においては、基準価額の値下がりにより、残
高は1億26百万円減少の72億8百万円となりました。
　個人年金保険においては、新規募集を行っていない
ため、残高は1億18百万円減少の3億70百万円となり
ました。

有価証券・預け金の状況

預かり資産の状況
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自己資本の構成� （単位：百万円）

2021年9月末 2022年3月末 2022年9月末
自己資本の額 　11,839 11,975 　12,110

コア資本に係る基礎項目の額 　11,900 12,050 　12,182
コア資本に係る調整項目の額 　60 74 　71

リスク・アセット等の額の合計額 　117,738 116,775 　118,588
信用リスク・アセットの額の合計額 　111,525 110,503 　112,316
オペレーショナル・リスク相当額の合計額÷8% 6,212 6,271 6,271

自己資本比率 10.05% 10.25% 10.21%

不良債権額� （単位：百万円）

2021年9月末 2022年3月末 2022年9月末
不良債権 5,585 5,356 5,537

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 2,238 2,081 2,249
危険債権 3,339 3,263 3,278
要管理債権 7 10 10

三月以上延滞債権 — — —
貸出条件緩和債権 7 10 10

正常債権 144,538 145,332 144,248
合計 150,124 150,688 149,786

　自己資本比率は、金融機関の健全性を示す重要な
指標として用いられ、その水準が高いほど、経営がより
健全であることを示しています。
　2022年9月末の自己資本比率は、自己資本が前年
度末より1億34百万円増加し、121億10百万円となっ
たものの、預け金の増加によりリスク･アセットが増加
したことから、前年度末比0.04ポイント低下の10.21％
となりました。
　引き続き、国内基準である4％を大きく上回る水準
を維持しています。

　不良債権額は、取引先の業況悪化等により前年度末
より1億81百万円増加し、55億37百万円となりました。
　当金庫では厳格な引当を実施しており、担保や保
証、貸倒引当金などにより47億53百万円が保全され
ています。さらに、その他利益剰余金96億55百万円
により十分カバーされていることから、不良債権に対
する備えは万全です。

健全性

自己資本の状況

不良債権（信用金庫法開示債権及び金融再生法開示債権）の状況



取引先への支援事例

足利小山信用金庫SDGs宣言
2020年3月30日

SDGs（エスディージーズ）は、2015年９月に国連サミットで採択された
「Sustainable Development Goals （持続可能な開発目標）」の略称で、
「誰一人取り残さない」との基本理念のもと、貧困や飢餓、水、保健、教育、医
療、言論の自由など、人々が人間らしく暮らしていくための社会的な基盤を
2030年までに国際社会が達成するという共通の目標です。

お客さまと地域を支援します

　当金庫は足利市のSDGs推進に貢献するため、足利
市、ファイナンシャル・ソリューションズ株式会社、損害
保険ジャパン株式会社、SOMPOひまわり生命保険株
式会社と、「地方創生ならびにSDGs推進に関する包括
連携協定」を4月26日に締結しました。
　足利市の持続可能な発展と経済の活性化に向けて、連
携と協働により足利市の課題解決に取り組んでいきます。
　本協定は次の項目において業務連携をしています。

（1）産業振興、地域経済の活性化に関すること
（2）健康でいきいきとした生活に関すること
（3）地域社会の持続可能な発展のためのSDGsの普及・啓

発に関すること
（4）児童生徒の教育支援に関すること
（5）安心・安全なまちづくりに関すること
（6）地域資産を活かしたまちづくりに関すること
（7）その他、五者が協議し合意した事項

「地方創生ならびにSDGs推進に関する
 包括連携協定」を締結

SDGsローン
　栃木県の「とちぎSDGs推進事業登録
制度」に登録し、SDGsに積極的に取り組
む取引先を支援します。限度額1億円、当
金庫所定の利率より最大マイナス0.5%の
商品です。7月1日から取り扱いを開始し
ました。
SDGsローンシリーズ

「地球にエール」2プラン
　クリーンエネルギーの促
進に取り組むお客さまを支
援するため、「地球にエール」
2プランの取り扱いを10月
3日から開始しました。
　「地球にエール（カーライフプラン・エコ）」はエコカー

（電気自動車・プラグインハイブリッド自動車等および関
連設備・部品）の新規購入をするお客さまに、「地球にエー
ル（リフォームプラン・エコ）」は太陽光発電や家庭用蓄電
池等の環境に配慮した設備を導入するお客さまに、最大
1,000万円の融資を行います。
所得補償保険「アフラックの休職保険」
　「アフラックの休職保険」の取り扱いを7月1日から開始
しました。病気やけがで就労困難になった場合に家族の
生活を守る所得補償保険です。
介護保険「アフラックのしっかり頼れる介護保険」
　「アフラックのしっかり頼れる介護保険」の取り扱いを
7月1日から開始しました。人生100年時代に向け、病気
や介護の備えに応える介護保険です。

新商品のご案内

事業拡大を目指した新規出店を支援
　A飲食店はコロナ禍の影響を強く受け、新たな事業展開
―従来と異なるタイプの新規出店―のための事業構想と
その資金繰り、公的支援の活用などについて当金庫に相
談がありました。
　当金庫は、事業再構築補助金の活用を提案、外部の専
門家を活用しつつA飲食店の支援を決定しました。当金
庫本部がA飲食店へのヒアリングを実施し、その結論に基
づいて本件に最適と考える外部機関をコーディネートし、
3者による打合わせを主導しました。事業再構築補助金申
請書の作成においては、営業店と本部の担当者が外部機
関とのミーティングに同席してサポートしました。
　現在は予定どおり申請が終了し、採択が待たれていま
す。今後は資金面でもA飲食店をサポートしていきます。

経営改善計画策定と事業承継を支援
　自動車部品製造業を営むB社は、主要取引先である自動
車メーカーの内製化および新型コロナウイルス感染症の
影響等から受注が大幅に減少し、営業赤字を計上するに至
りました。また、元役員の不明瞭な経費処理により数千万
円の預金残高不足も判明するなどの問題も発生しました。
　このB社の窮状を打開するために、当金庫は中小企業活
性化協議会および事業承継･引継ぎ支援センターと連携
して、B社が抱える次の3課題に取り組み、企業収益の改善
に向けた経営改善計画の策定支援を行いました。
　①受注回復を図る
　②現場の時間管理と原価管理の見直しなど生産性の向上を図る
　③社長の高齢化に伴い長男への事業承継を推進する
　その結果、経営改善計画と事業承継計画が策定され、B
社は課題解決に向けた活動を展開しています。
　今後も、当金庫は支援機関と連携を取りながら、計画の
達成状況の確認を行いつつ、支援を継続していきます。



本誌に掲載されている2021年9月末および2022年9月末の計数につきましては、仮
決算のため会計監査人の監査を受けておりません。また、掲載している計数は単位未満
を切り捨てて表示しています。したがって項目ごとの合計の計数が一致していない場合
があります。

発行：2022年11月

店舗のご案内� （2022年11月1日現在）

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

本店所在地	� 〒326-0811  
栃木県足利市井草町2407-1

店舗数	� 24本支店7出張所 
（うち共同出張所3）

預金積金残高	 3,369億円
貸出金残高	 1,492億円
出資金	 11億円
会員数	 24,945名
常勤役職員数	 279名

お問い合わせ先
足利小山信用金庫 経営企画部
TEL：0284-20-8000  FAX：0284-21-0576
ホームページ 足利小山 検索
https://www.ashikagaoyamashinkin.co.jp/

足利小山信用金庫の概要� （2022年9月30日現在）

ご自分の将来やご家族の未来のために、
必要となる資金をあらかじめ準備できます。

お子さまへ、お孫さまへ、ご家族へ、
生前贈与をサポートします。

●	本商品は、信金中央金庫の商品であり、当信用金庫は信金中央金庫の信託契約代理店としての媒介を行います。
●	ご契約に際しては、お客さまと信金中央金庫が契約当事者となります。
●	詳しくは、各営業店窓口にお問い合わせください。商品・パンフレット等をご用意しています。

足利小山信用金庫はあなたの相続・生前贈与をサポートします！

ご本人に万が一の
ことがあったときに、

ご家族が必要となる資金を
すぐに受け取ることが

できます。

な手続きで、
にお受取り

簡単
迅速

　　　　な
お受取りも可能
定期的 　　　　で安心、元本保証

預金保険の対象

ご家族の当面の必要資金を準備しておきたい

葬儀費用をすぐ支払えるように備えておきたい

相続税の納税資金を確保しておきたい

▼こんな時におすすめです

年間110万円までの
贈与税の非課税枠を活用した
ご家族への生前贈与の
手続きをサポートします。

な手続き簡単 誰に、いくら贈るか
指定可能

　　　　で安心、元本保証
預金保険の対象

多くの子供・孫に財産を贈りたい

相続税の負担を減らしたい

手間をかけずに生前贈与をしたい

▼こんな時におすすめです

しんきん相続信託　こころのバトン しんきん暦年信託　こころのリボン

店名 住所 電話 平日ATM営業時間

本店営業部 足利市井草町2407-1 0284（21）8101 8：45～19：00

葉鹿支店 足利市葉鹿町1-24-4 0284（62）0111 8：45～19：00

八幡支店 足利市八幡町519-6 0284（71）1174 8：45～19：00

福居支店 足利市福居町624-3 0284（71）1351 8：45～19：00

助戸支店 足利市芳町23-1 0284（41）6121 8：45～19：00

富田支店 ■ 足利市多田木町74-1 0284（91）0429 8：45～19：00

南支店 ■ 足利市八幡町1-2-6 0284（72）8311 8：45～19：00

山前支店 ■ 足利市鹿島町1109-1 0284（62）7111 8：45～19：00

北支店 ■ 足利市江川町1-17-15 0284（44）1151 8：45～19：00

毛野支店 ■ 足利市八椚町485-1 0284（43）1100 8：45～19：00

邑楽支店 ■ 邑楽郡邑楽町大字新中野123-36 0276（88）7751 8：45～19：00

韮川支店 ■ 太田市台之郷町1458-1 0276（22）8181 8：45～19：00

小俣支店 ■ 足利市小俣町501-5 0284（64）1211 8：45～19：00

大泉支店 ■ 邑楽郡大泉町西小泉1-12-23 0276（62）0121 8：45～19：00

小山営業部 小山市城山町1-3-27 0285（23）2451 8：45～19：00

間々田支店 小山市大字間々田1179 0285（45）1152 8：45～19：00

駅東支店 ■ 小山市駅東通り2-38-3 0285（24）4311 8：45～19：00

野木支店 ■ 下都賀郡野木町大字丸林416-6 0280（57）3411 8：45～19：00

※土・日・祝日のATM営業時間は原則として9：00～17：00となっています。
※ご利用日、時間によりATM利用手数料がかかります。
 ■ 11：30～12：30の間は窓口休業としています。

店名 住所 電話 平日ATM営業時間

小金井支店 ■ 下野市川中子3328-153 0285（44）5522 8：45～19：00

城南支店 小山市東城南5-6-11 0285（27）4511 8：45～19：00

城東支店 小山市城東6-10-10 0285（24）6001 8：45～19：00

粟宮支店 ■ 小山市大字粟宮746-2 0285（21）3011 8：45～19：00

石橋支店 ■ 下野市石橋235-5 0285（53）1150 8：45～19：00

栃木卸センター支店 ■ 栃木市樋ノロ町455-4 0282（20）5551 8：45～19：00

ローンプラザ足利 ◆ 足利市今福町341-11 0284（21）8142 ─

ローンプラザ小山 ◆ 小山市宮本町2-3-8 0285（22）1512 ─

コンサルティングプラザ足利 ◆ 足利市今福町341-11 0284（21）1117 ─

コンサルティングプラザ小山 ◆ 小山市宮本町2-3-8 0285（32）7103 ─

今福出張所	 ： 現金自動預入支払機コーナー 8：45～19：00

宮本町出張所	 ： 現金自動預入支払機コーナー 8：45～19：00

東間々田出張所	 ： 現金自動預入支払機コーナー 8：45～19：00

小山駅ビル出張所	 ： 現金自動預入支払機コーナー 7：00～21：00
（土・日・祝9：00〜21：00）

足利市役所共同出張所 ●	 ： 現金自動支払機コーナー 9：00～19：00

足利商工会議所共同出張所 ●	 ： 現金自動支払機コーナー 9：00～18：00

小山市役所共同出張所 ●	 ： 現金自動支払機コーナー 8：45～18：00

◆ 営業時間：平日9:00～17:00　定休日：土日祝日、振替休日、ゴールデンウィーク、年末年始
  ご来店は、お電話にてご予約いただきますよう、お願いいたします。
● 平日のみの営業となっています。法人キャッシュカードはご利用いただけません。

ホームページでもご覧いただけます。


